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発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　◆新藤さんは元共同通信写真部記者。現在、アグネスちゃんなどとユニセフの仕事を中心に活動中のカメラマン。新藤さんの報告は、大震災以後現地に入って撮った膨大な量の写真の一部をプロジェクターで見せながらの報告。紹介された写真は、震災直後の牡鹿半島、釜石、石巻、大槌小学校、田老防潮堤、線路がなくなったり、曲がりくねった線路だけが残る松島、松原がなくなってしまった陸前高田、駅と共に電車が流された女川、川で飲料水を求める南三陸町の人びと、介護施設の屋根の上にのっている車（大船渡）、寺とともに流された墓石の群れ等々。あらためて震災の深刻さと津波のエネルギーのすごさを感じさせたものばかりであった。また、破壊された防潮堤のブロックの写真で鉄筋が入っていないことを白日のもとにさらしたり、仙台空港の整備を担当し利用した米軍と花巻空港を使用した自衛隊（天皇の自衛隊機での慰問も花巻空港に降りた）の動きは事前演習ではないかと指摘したり、マスメディアがあまり紹介していない事実が多く語られた。


　がれきの中から必死で位牌とアルバムだけを探し出し、持ち帰ってくる人たちの風景（南三陸町）、津波に襲われたスポーツ用品店の前でまだ使えるものはあるのではないかと、靴を天日干ししている写真（釜石）などでは、家庭、故郷、日常生活を失った人たちへの深い同情と、失わせたものへのいきどおりという新藤さんの目線を感じさせた。
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　調布｢憲法ひろば｣は七月十六日、あくろすホール１で｢あの日のこと･････三・一一を通して見たこと考えたこと」と題して第六四回例会を開催。カメラマンの新藤健一さん(写真左)の報告、あの日とその後体験したことの交流を中心に、二十四人の参加者が話し合いました。司会は鈴木彰世話人(下丸写真)、レポートは岩本努世話人です。　　　（編集部）
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E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　◆新藤さんの報告への感想をまじえて三・一一とその後の体験を参加者が語り合った。その中で、福島からの避難者二百名余りを収容していた味の素スタジアムで四日間ボランティアをした浅野智子さん（写真左）は「近隣の企業や商店から食事券、入浴券などが配られていたのだが、そこに行く京王線の乗車券がなくて利用できなかったというようなことがしょっちゅう起きていた」と話した。


　全国の原発を何年も前から見てきた伊賀上武さん（下写真右上）は、福島第一原発のある場所は国土計画が持っていて塩田をやっていた。東電がそこを購入した時点では津波のことなど考えていなかったのではないか。浜岡原発のあるところは砂丘、近くには養護教育施設「ねむのき学園」があり、あんなところに原発をつくるのは「神に対する挑戦である」と話した。


　石川康子さん（下写真左上）は震災後に台湾に行った体験をまじえ「外国では原発事故について真相が伝えられていた。日本では海外ニュースがシャットアウト。フランスは事故後チャーター機で自国民を脱出させ、台湾では外国人だけでなく台湾人も逃げたという。ヨーロッパではチェルノブイリの体験があり放射線汚染に神経を使っているが、日本ではお母さんたちは無防備では？」と語った。


　古川ひろしさん(下写真右下)は子どもたちは学校で放射能を学ぶ機会がない、二十年後には今の被爆の被害者が出る、その後の人たちにわれわれはどのように責任をとるのか、それが問われていると述べた。


　増野田美子さん(下写真左下)は子どもをもつ母親としての不安を語り、今「ＮＯ！放射能　子どもを守る東京連合」を立ち上げようとしているという報告をした。


　さらに発言がつづいた。当日は三〇度をこす暑さで、参加者は通常より少なかったが、時間切れが惜しまれる白熱例会であった。


　　　（岩本努・記）
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